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地域トピックス

東三河農林水産事務所

「第２回いいともあいちフェア即売会in東三河」を開催！

平成27年６月20日(土)、21日(日)の２日間、ＪＡあぐりパーク食彩村の特設会場（豊

橋市）にて、いいともあいちネットワーク会員有志による「第２回いいともあいちフェア

即売会in東三河」が開催されました。

昨年度に続き２回目の開催となり、県内各地から

いいともあいちネットワーク30会員が出展し（内、

初出展15会員）、味付けうずら卵、小麦新品種「きぬ

あかり」を使った乾麺、大アサリ焼きなど、愛知県

産の農林水産物や加工品を販売しました。

ステージでは、食育推進ボランティアによる食育

推進企画として、農村輝きネット・東三河が「地元

野菜を使ったキムチの紹介、試食」を、コープあい

ちが「野菜〇 クイズ」を行い、子どもも大人も楽

しみながら野菜に対する知識と関心を高めていまし

た。

また、豊川市諏訪地区商店街のゆるキャラ「すわ

ポン」とすわポンダンサーズの子供たちが踊りを披

露するなど、会場を盛り上げ、幅広い世代の来場に

つながりました。

農政課は、東三河地域におけるいいともあいち運

動の一環として、フェアの広報、準備等の開催支援

を行い、当日はいいともあいち運動イメージソング

「恋するレシピ」のＣＤ配布や「いいともあいちサ

ポーター」の募集を行い、運動の認知度向上を図り

ました。

会場は多数の来場者で賑わい、商品のこだわりに

ついて会員が消費者に熱心にアピールしたり、消費

者が商品の使い方を尋ねる姿が見られ、即売会なら

ではの交流がありました。

農政課は、今後も会員の自主活動を支援するとと

もに、会員と消費者との交流の場を作り、地産地消

を推進していきます。

即売会の様子

地元野菜を使ったキムチの紹介

すわポンダンサーズ



地域トピックス 

 

Facebook で子育て世代とつながる稲沢バナナ園の取組 

 

尾張農林水産事務所 

 

稲沢市で長年鉢花を生産してきた「東海グリーン」では、遊休施設となっていた温室を

活用して５年前からバナナの栽培を行っています。平成 26年度からは体験農園「稲沢バナ

ナ園」をオープンし、親子を対象とした収穫体験会を月２回程度開催しています。 

 

○コンセプトは「食育」 

現園主の就農と時を同じくして、長女が誕生したことが、新規

作物にバナナを選んだ動機でした。健康的な無農薬の果物を食べ、

収穫体験を通じて学ぶ、「食育」によって我が子を身心両面から

育もうとする思いから、試行錯誤で子どもの喜ぶバナナの栽培に

取り組み始めました。 

沖縄から取り寄せた数本の苗木を株分けで徐々に増やしてい

き、今では 150 本以上が、650 ㎡の温室で所狭しとそびえ立って

います。 

 

○Facebook による集客 

収穫体験の参加者募集に威力を発揮したのは、「インターネッ

ト」、とりわけＳＮＳの「Facebook」でした。 

１回の開催で 30組を定員としていますが、初回の参加は半分

の 14組でした。ところが、その後は自然と参加者が増えていき

ました。その訳は「Facebook」の仕組みにあります。 

「Facebook」経由でイベントに申し込むと、その方の「参加予

定のイベント」が、友達に伝わる仕組みになっています。また、

参加者が自ら「Facebook」に、「今日はこんなイベントに参加し

て楽しんだ」と投稿してくれて、良い宣伝になります。ＳＮＳで

つながっているのは、興味関心の近い層が多いので、「食育への

意識の高い子育て世代」に効率的に情報が拡散していきました。 

こうして、今では予約が殺到しており毎回キャンセル待ちが出

ています。 

なお、このように意識の高い層をつかむことができたのは、同

じ小さい子どもを持つ親としての、園主の思いを伝える言葉の力

によるところも大きいようです。情報の充実したホームページを

見ると、それが良く分かります。 

 

○新しいビジネスモデルの展開へ 

大人気のバナナ収穫体験ですが、リピーターが少なかったこと

から、新たに栽培体験を組み込んだオーナー制の参加者を募集し

たところ、これまでの収穫体験参加者から続々と申し込みがあり

ました。 

園主は、他にはない体験メニューを考案することで、顧客の定

着と安定収入を見込めると考えており、規模拡大を目指して新し

い発想を組み込んだビジネスモデルのありかたを模索している

ところです。 

広さ約 650 ㎡の温室 

収穫体験間近のバナナ 

温室の中はまるで 

ジャングル



東 日 本 情 報

東京事務所行政課農産物流通対策グループ

大田市場で夏野菜の大産地がＰＲイベントを実施

東京都中央卸売市場への平成26年に

おける野菜の総入荷量は157万ｔで総販

売金額は3,650億円でした。大田市場（大

田区東海３）の野菜入荷割合は、全体

の45.9％を占めていました（図１）。

夏野菜といえば関東以北や高冷地の

産地からの入荷が中心となります。夏

野菜シーズンの幕開けとして群馬県の

キャベツと長野県のハクサイ、レタス

類（レタス、サニーレタスなど）のＰ

Ｒイベントが大田市場で行われました

ので紹介します。

○キャベツ

平成27年６月29日（月）にＪＡ嬬恋村

（群馬県吾妻郡嬬恋村）の特産品である

キャベツの試食会が開催されました。下

表のとおり、本県とほぼ同等の入荷量で

ありますが、主な入荷時期が異なってい

ます。入荷のピークは８月、９月で、こ

の時期の市場占有率は８割近くになって

いました。

６月５日から出荷が始まり、本格的な

出荷が始まる前にせり人や仲卸業者など

市場関係者にその美味しさや品質の良さ

をアピールしていました。生で食べてみたところ、甘くて食感もよいキャベツで、その良

さは市場関係者にも十分に伝わったように思われました。

図１ 東京都中央卸売市場の平成26年野菜入荷割合
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表１ 東京都中央卸売市場における平成26年の愛知と群馬のキャベツ入荷実績と主な入荷時期

入荷量

(t) １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

愛知 25.1% 45,876 91.8%

群馬 24.7% 45,133 100.6%

※主な入荷時期：月販5千万円以上とした。

県名 占有率 主な入荷時期※対前年比



○ハクサイ・レタス類

７月２日（木）に長野県南佐久地区野菜

のトップセールスが開催されました。南佐

久地区は２町４村あり、川上村の藤原忠彦

村長、ＪＡ長野八ヶ岳の由井和行組合長を

はじめ、町村長やＪＡ組合長など多くの産

地関係者が来場されました。

特設会場では、「レタスの塩昆布和え」や

「ハクサイのオイスターソース炒め」が振

る舞われ、大勢の市場関係者に美味しさを

アピールしていました。

長野のレタス類は、６月上旬に低温、降

霜があるなどの影響で生育は遅れ気味でし

たが、７月中旬頃には量が出揃ってくると

のことでした。

東京都中央卸売市場の平成26年実績では、

長野のレタス類は７月から９月までの市場

占有率が８割を超えていました。またハク

サイでは同時期に９割前後という非常に高

い市場占有率でした。

こうした市場占有率の高い大産地が、入

荷ピークを迎える前に市場関係者にその存

在を示すことは、生産者側の意気込みが伝

わるだけでなく、産地の切り替わり時期に

メリハリをつける意味として、産地認知度

の向上や販売力強化に大きく影響してくる

と思われます。

※図は東京都中央卸売市場における平成26年の主要産地別

入荷割合（左：ハクサイ、左下：レタス類、下：キャベツ）

あいさつする藤原村長（川上村）

展示されたハクサイ、レタス、サニーレタス他
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                            食育推進課 管理・市場グループ 

 

平成２６年の地方卸売市場における青果物・花きの流通について 

 

１ 青果物（野菜、果実）の取扱状況について 

野菜では、夏期において、台風11 号、12 号をはじめとした大雨及び日照不足により、だいこ

ん等の根菜類やほうれんそう等の葉菜類を中心として生育不良となり、入荷量に影響が出ました。

また秋期でも、台風などの天候不順により、高冷地、特に東北や北海道からの入荷量は少なく、

高値で推移しました。果実では、寒波の影響により、冬期におけるいちごの出荷が少ない状況で

した。また特に甲信地方では、雪や低温により、ぶどうが深刻な被害を受けたため、夏期の出荷

に影響が出ました。     

なお、消費者の購買力は二極化しており、果実では、下級品の単価は下落する傾向となってい

ます。全体として、取扱数量は平年をかなり下回り、単価はやや上回る結果となりました。  

【野菜】                【果実】 

       

 

 

 

 

                   

                          

２ 花きの取扱状況について 

冬期は、燃油価格高騰の影響によりハウス物を中心に入荷量は少なく、価格は高値となりまし

た。春期の需要期に入ると入荷量は増加し、安値となったが、寒暖の差が大きく、入荷は不安定

な状況となりました。夏期では、7 月の大雨や猛暑で小ギクの切花を中心に生育に悪影響が出た

ことなどにより、入荷量は平年を下回って推移しました。単価は、入荷量の減少に伴い、昨年よ

り高値で推移しました。秋期は、気温は安定したものの、台風の影響による路地栽培の輪ギクを

中心とした生育不良により、出荷量は平年を下回りました。 

全体として、燃油高や、全体的な需要の減少もあり、入荷量は1月を除き平年を下回って推移

しました。単価については、平年を上回って推移しました。 

【花き】                                     【県内地方卸売市場における取扱実績】   

      

西日本情報 

取扱数量 取扱金額 単　価

（トン、千本、千鉢） （百万円） （円／㎏、

円／本又は鉢）

216,963 45,515 210

192,016 42,526 221

平年比 88.50% 93.40% 105.60%

338,848 27,124 80

323,219 26,794 83

平年比 94.50% 98.80% 104.50%

花　き

平年(21～25)

26

品目

年　次

　（対比）

青　果

平年(21～25)

26



建設部公園緑地課全国都市緑化フェア推進室 

 

「第 32回全国都市緑化あいちフェア」の開催について 

 

愛知万博（愛・地球博）開催から 10 周年にあたる本年、

９月 12 日（土）から 11 月８日（日）までの 58 日間、そ

の開催跡地である長久手市の愛・地球博記念公園をメイン

会場に、花と緑あふれるイベント「第 32 回全国都市緑化

あいちフェア」（愛称：花と緑の夢あいち 2015）を開催し

ます。 

  
 
■あいちフェアの魅力 

「あいちの花」にこだわった会場づくり 

愛知県は花き産出額が昭和 37 年以来 52 年 

連続して全国一を誇っています。あいちフェア 

では、「花の王国あいち」を生かした展示で、あ 

いちの花を十分にお楽しみいただくことができ 

ます。 

メイン花壇である「花の棚田」は、「あいちの 

花百花繚乱」をコンセプトに、あいちの花 100 

％で彩る大きな花壇です。花壇の主役となる花 

は期間中２回の植替えをするなど、期間を通し 

てあいちの花の魅力を存分に感じていただくと 

ともに、「花の王国あいち」が誇る色とりどりの 

花々をお楽しみいただけます。 

また、メイン会場となるモリコロパークの北 

口（愛・地球博記念公園駅（リニモ））で、お客 

様を迎えるのは「鏡の中の花畑」。鏡を使ったト 

リックで、前面の花壇を鏡に映しだすことにより、 

花畑が空まで続いているような空間を演出しま

す。 

鏡の前に立って写真を撮っていただくと、まるで一面に広がる花畑の中にい

るような感覚の写真を撮影することができます。 

 

 

花の棚田（イメージ図）

鏡の中の花畑（イメージ図） 

フラワーページ 



愛知万博10周年 

 あいちフェアでは、愛知万博からの 10 年を踏まえ、「自然の叡智」というテー

マや万博の成果が暮らしの中の緑にどう浸透したかを発信するとともに、花や

緑のある暮らしの素晴らしさを実感・体感、体得することができます。 

 「鏡の中の花畑」から続く園路には 10 年前の愛知万博で展示されたバイオラ

ングをイメージとした「緑化壁（垂直庭園）」と、愛知万博の思い出写真などで

飾られた「デザインウォール」を展示します。緑化壁では、出展企業による個

性あふれるデザインや様々な技術手法を見ていただくことができます。園路を

歩きながら、愛知万博から広がる都市緑化技術の進歩やその魅力を感じること

ができます。 

 また、愛知万博の開催中大活躍したモリゾー・キッコロは、あいちフェアで

も、多くの皆さんに花と緑についてもっと考えてもらうよう「緑化特別大使」

に就任して活躍します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタジオジブリとのコラボレーション企画が実現 

 「サツキとメイの家」の公開で愛知万博とゆかりの深いスタジオジブリと再

びタイアップし、特別企画「ジブリの大博覧会」を開催します。 

 「風の谷のナウシカ」から最新作「思い出のマーニー」まで、スタジオジブ

リ 30 年の歴史を振り返る総合イベントです。全国初公開の展示が予定され、世

代を問わず多くの方々に楽しんで頂けます。 

 

第32回全国都市緑化あいちフェア「花と緑の夢あいち2015」 

◆会期：平成 27 年９月 12 日（土）～11 月８日（日） 

◆メイン会場：愛・地球博記念公園（モリコロパーク） 

◆サテライト会場：県内各所の公園・花の名所等 54 会場 

◆入場料：無料（一部有料） 

◆URL：http://www.aichi-fair2015.jp/  

◆問合せ先：052-954-6635 

緑化壁（垂直庭園） 

（イメージ図） 

デザインウォール 

（イメージ図） 

緑化特別大使 

モリゾー・キッコロ 



愛 知 産 青 果 物 の 動 向

「青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を
表す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：巨峰）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２６年実績 １，２８５ １９６ ８０４ ７６５ 長野 (６５％)
(１５％) 山梨 (１９％)

愛知 (１５％)
２７年見通し １，２００ １８０ ８００ ７８０

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

長野、山梨を中心に入荷する。 長野県はハウス巨峰からシャインマスカッ
生育状況は、平年より５日程度早く、前 トにかわる生産者が増えている。

進出荷傾向である。また、作付に関しては 昨年と同様で、消費者は種なしで皮ごと食
良好である。 べられるものを好む傾向が続いているため、
入荷量は前年をかなり下回り、価格は前 種なし、皮なしのニーズは確実に増えている

年並の見込み。 模様。今後も一層の消費拡大を期待したい。

○ 東 京 都 中 央 卸 売 市 場（品目：いちじく）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２６年実績 ３８６ １７７ ６１９ ６５７ 愛 知 (４６％)
(４６％) 和歌山 (３３％)

静 岡 ( ９％)
２７年見通し ３９０ － ６２０ －

概 要 と 見 通 し 卸売市場から産地への要望・提言等

ハウス物から露地物へ切り替わる時期と 夏から秋の果物として定着している。本
なる。愛知を中心に和歌山、福岡などから 県産は、数量・品質ともに高く、量販店か
入荷する。愛知の露地物は上旬から始まり らも支持されている。商品の特性として傷
盆明けにピークを迎える。和歌山は生育順 みが出やすく、品質管理が特に重要である
調であり、露地物のピークは８月下旬から ため検品をしっかりやるとともに、等階級
９月上旬となる。福岡は雨よけ栽培の物は 別選果の徹底に努めて欲しい。
上旬から、露地物は盆明けからの入荷とな 生産者の高齢化等により生産規模が縮小
り、露地物は20日過ぎにピークを迎える。 傾向であるが、産地の維持・拡大をお願い
入荷量、価格ともに前年並の見込み。 したい。



名古屋・東京市場における青果物の８月の見通し

７月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 ３２，４３２ 225 231 228 北海道 31%
２３年 ３３，４２１ 209 203 200 長野 22%
２４年 ３２，５４７ 178 189 192 群馬 11%
２５年 ３１，５４３ 205 221 219 青森 5%
２６年 ３０，４５５ 216 242 256

５ヵ年平均 ３２，０８０ － － －

２７年見通し ３０，３００ － － －

２２年 １，６３４ 84 108 122 北海道 56%
２３年 ２，１１２ 76 59 78 青森 33%
２４年 １，８９１ 69 72 84 岐阜 10%
２５年 １，７６２ 82 110 103 長野 1%
２６年 １，４９４ 85 113 115

５ヵ年平均 １，７７９ 79 90 99

２７年見通し １，６００ 80 90 110

２２年 １，７４０ 218 207 220 北海道 91%
２３年 ２，００６ 131 129 133 青森 8%
２４年 ２，１１９ 95 90 95 中国 1%
２５年 １，８０２ 149 161 147
２６年 ２，０３０ 127 123 129

５ヵ年平均 １，９３９ 141 139 142

２７年見通し １，９５０ 130 130 130

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２２８
２０２
１８５
２１５
２３８

だ
　
い
　
こ
　
ん

１０５
６９
７３
９５

１０３

８７

前年主要産地（％）

２１４

２２６
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　産地は北海道、長野が中心。地域によっ
て、豪雨、曇天が続き生育が良くない。今
後晴天が続けば、葉菜類等は回復すると思
われるが、局地的な大雨もあり、入荷は不
安定な状況と思われる。
　入荷量は前年並で、価格は前年をやや下
回る見込み。

１３０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

９３  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は北海道、青森、岐阜が中心。
　北海道は作付、生育も順調で、出荷量も
見込める。しかし、青森、岐阜は作付面積
の減少により少なめとなる。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。

に
　
ん
　
じ
　
ん

２１６
１３０
９２

１５１
１２５

１４０

　産地は北海道が中心。他、青森も出始める。
干ばつと低温の影響により遅れがちではある
が、気温上昇により回復傾向になる。８月下旬
から９月上旬にかけて出荷のピークとなり、そ
の頃には生育も順調となる模様。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年をや
や上回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

名古屋市中央卸売市場



７月２７日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 １２２，７０９ 234 250 249 北海道 25%
２３年 １２６，６６６ 218 211 226 群馬 15%
２４年 １３０，７３２ 192 197 186 長野 13%
２５年 １２６，８６０ 223 223 236 青森 7%
２６年 １２２，５５３ 223 261 280

５ヵ年平均 １２５，９０４ － － －

２７年見通し １２３，０００ － － －

２２年 ９，１６２ 79 106 114 北海道 70%
２３年 １０，１９６ 69 65 74 青森 25%
２４年 ９，８００ 57 70 75 岩手 4%
２５年 ９，３３５ 74 102 101
２６年 ９，３４８ 77 112 114

５ヵ年平均 ９，５６８ 71 90 95

２７年見通し ９，４００ 80 100 120

２２年 ５，４８８ 203 200 213 北海道 86%
２３年 ６，６１４ 116 121 126 青森 11%
２４年 ７，０９８ 98 96 94 中国 2%
２５年 ６，２６９ 145 160 140
２６年 ６，８７５ 116 113 113

５ヵ年平均 ６，４６９ 132 135 134

２７年見通し ７，０５０ 150 130 110

２５６

１３０

 前年及び本年の

　入荷量、価格ともに前年並の見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２４５
２１９
１９１
２２８

前年主要産地（％）

だ
　
い
　
こ
　
ん

１００
７０
６８
９２

１０２

８６

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

２２７

２５０
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　入荷量は前年並で、価格は前年をわずか
に下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

１００  入荷量・価格の動き

に
　
ん
　
じ
　
ん

２０６
１２１
９６

１４７
１１４

１３３

　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をかなり上回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東高冷地に加えて、東北、北海道から
の入荷が中心となる。にんじんやレタス、
たまねぎなど産地や作型の切り替わり時期
となり、生育は梅雨明け後の高温の影響で
品目によってまちまちとなっている。

　北海道、青森、岩手からの入荷がほとん
どを占める。北海道は一部で６月下旬から
の低温干ばつの影響で生育が遅れ気味だが
全体としては概ね良好。青森の生育は概ね
良好でお盆明けに入荷ピークを迎える。

　北海道、青森からの入荷がほとんどを占
める。産地の切り替わり時期にあたり、北
海道はお盆頃から入荷ピークを迎え、生育
は概ね良好。青森は前進傾向で高冷地物が
８月下旬から出荷開始の見込み。

東京都中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 １，７０４ 55 60 64 長野 96%
２３年 ２，０６２ 55 60 64 北海道 4%
２４年 １，６５９ 60 73 53
２５年 １，３３５ 96 113 108 0 0%
２６年 １，４２３ 99 136 126

５ヵ年平均 １，６３７ 70 84 80

２７年見通し １，４００ 90 90 90

２２年 ３，９０３ 94 88 86 群馬 62%
２３年 ４，３２３ 59 53 78 長野 19%
２４年 ４，６３８ 57 72 58 北海道 15%
２５年 ４，２５２ 76 84 94
２６年 ４，０４８ 86 105 110

５ヵ年平均 ４，２３３ 74 80 84

２７年見通し ４，２００ 90 90 90

２２年 １８４ 815 765 775 岐阜 87%
２３年 ２１７ 640 545 723 長野 6%
２４年 ２０６ 645 716 695 静岡 2%
２５年 １８４ 546 656 797 愛知 1%
２６年 １４３ 689 731 1,017

５ヵ年平均 １８７ 664 676 787

２７年見通し １５０ 640 750 780

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　産地は群馬、長野、北海道が中心。
　群馬、長野は７月上旬の雨の影響により
生育が伸びず、８月から９月上旬にかけて
数が少なめとなるおそれがある。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は長野が中心。
　長野産は生育は順調ではあるが、生産調
整をしており、産地の状況次第では、全体
の出荷量に影響が出るおそれもある。
　入荷量は前年並で、価格は前年を大幅に
下回る見込み。

キ
　
ャ

　
ベ
　
ツ

８９
６２
６０
８３
９８

７８

９０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

は
　
く
　
さ
　
い

１０１
５５
５８

１００
１１５

８３

９０

 前年及び本年の

７２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は、岐阜の高山地方が中心で、一部長野
の高冷地から入り、足りない場合は関東物の転
送入荷が入る。
　露地物のため台風、高温等の影響が懸念さ
れ、例年に比べると数は少なめとなる見込み。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年をか
なり下回る見込み。

ほ
　
う
　
れ
　
ん
　
そ
　
う

７８３
６３３

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

６８７
６５８
７９７

７０４

名古屋市中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 ５，８９１ 70 96 113 長野 93%
２３年 ６，４８２ 52 55 61 北海道 4%
２４年 ５，６８２ 57 76 50 群馬 3%
２５年 ５，８１６ 93 107 103
２６年 ５，５２９ 91 128 117

５ヵ年平均 ５，８８０ 72 91 88

２７年見通し ５，６００ 90 100 110

２２年 １５，２４３ 91 88 84 群馬 79%
２３年 １６，６１９ 56 50 74 岩手 14%
２４年 １５，４９１ 48 67 51 長野 3%
２５年 １５，３３３ 71 81 89 北海道 2%
２６年 １４，４２３ 73 100 107

５ヵ年平均 １５，４２２ 67 76 81

２７年見通し １４，５００ 95 95 95

２２年 ６７４ 779 899 839 栃木 30%
２３年 ８２７ 568 562 723 群馬 28%
２４年 ８００ 561 668 619 茨城 13%
２５年 ７９６ 522 660 749 岩手 11%
２６年 ７５４ 661 712 970

５ヵ年平均 ７７０ 612 693 775

２７年見通し ７４５ 650 720 800

　群馬、岩手からの入荷が中心となる。群
馬は梅雨後の高温干ばつの影響で小玉傾
向。岩手も干ばつの影響で玉伸びが鈍く、
今後の天候次第。
　入荷量は少なかった前年並で、価格も前
年並の見込み。

　入荷量は前年並で、価格は高かった前年
をかなり下回る見込み。

１１３

８４

 入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

８０

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

５４

は
　
く
　
さ
　
い

９４
５６
５９

１０１

１００

ほ
　
う
　
れ
　
ん
　
そ
　
う

８４０
６１７

キ
　
ャ

　
ベ
　
ツ

８８
６０

９４

７５

９５

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

７２３  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年並で、価格は高かった前年
をかなり下回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

６１３
６３８
７７８

６９１

　長野からの入荷が中心となる。長野の作
付面積は前年並。生育は長雨の影響は特に
なかったが梅雨明け以降の高温干ばつで肥
大は鈍い。一部で病害発生があり下旬にか
けて入荷量がやや減少する模様。

　関東高冷地と岩手からの入荷となる。主
要産地の生育は概ね良好。群馬は雨除けハ
ウスが中心で、高温のため株が細くなって
いる。岩手は干ばつで高温障害が散見さ
れ、お盆頃まで出荷は少ない見込み。

東 京 都中 央 卸 売 市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 ８６３ 439 443 390 北海道 31%
２３年 ７９１ 320 358 404 愛知 14%
２４年 ８３５ 342 378 346 長野 10%
２５年 ７１８ 431 459 415 茨城 9%
２６年 ７１８ 384 490 413

５ヵ年平均 ７８５ 383 424 392

２７年見通し ７００ 420 420 420

２２年 ２，０４５ 211 224 226 長野 99%
２３年 ２，０７２ 131 186 236
２４年 ２，４２９ 135 135 131
２５年 ２，６６３ 145 138 155
２６年 ２，５１９ 176 195 294

５ヵ年平均 ２，３４６ 159 173 207

２７年見通し ２，３００ 170 200 160

２２年 １，５２０ 200 267 343 長野 51%
２３年 １，５４５ 261 205 394 北海道 20%
２４年 １，５７０ 216 218 252 山形 10%
２５年 １，４２３ 241 229 421 岩手 5%
２６年 １，２３１ 230 449 563

５ヵ年平均 １，４５８ 229 267 387

２７年見通し １，４００ 290 290 290

品
目
名

１７４

３４７
４２７
４２１

３９３  前年及び本年の

４２０  入荷量・価格の動き

　産地はほぼ長野で、高冷地が中心。
　天候不良の影響により中旬ぐらいまでは
入荷量は少なくなるが、下旬には回復する
見込みである。
　全体的に玉は小さめ。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知の長ねぎ、北海道の白ねぎが中心。
　愛知は天候不良により、細物中心で数自
体は少なくなる。北海道は逆に生育順調
で、数の一定量は確保できる模様。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年並となる見込み。

レ
　
　
タ
　
　
ス

２２１
１７６
１２６
１４０
２１７

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は長野、北海道が中心。
　気温が例年より低めのため、細物が多
く、全体的に量は少なくなっている。今後
の気温上昇次第では回復傾向であるので、
盆明けぐらいからは数も多くなる。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
かった昨年を大幅に下回る見込み。

２９０

 前年及び本年の

１８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

２９５
４０８

 前年及び本年の

２９０

４２２
３５３

ね
　
　
 
　
ぎ

き
　
ゅ

　
う
　
り

２７２
２７５
２２７

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 ４，１７２ 281 333 252 茨城 39%
２３年 ４，０３２ 227 318 341 青森 18%
２４年 ４，３１２ 190 259 186 秋田 9%
２５年 ４，１８７ 322 397 279 北海道 9%
２６年 ４，１３５ 230 334 257

５ヵ年平均 ４，１６８ 250 328 262

２７年見通し ４，０００ 350 300 250

２２年 ８，４４２ 210 220 231 長野 85%
２３年 ８，８０２ 119 188 251 群馬 13%
２４年 ９，７７４ 123 123 115
２５年 １０，１７１ 139 134 148
２６年 ８，７８４ 181 198 320

５ヵ年平均 ９，１９５ 153 170 209

２７年見通し ９，１００ 200 180 160

２２年 ８，０５２ 186 253 308 福島 44%
２３年 ８，２５４ 202 157 353 岩手 21%
２４年 ９，３０１ 165 163 201 秋田 13%
２５年 ８，００８ 217 184 396 山形 5%
２６年 ７，１５７ 194 451 559

５ヵ年平均 ８，１５４ 192 234 354

２７年見通し ７，５００ 270 270 300

２７０

２７５

品
目
名

 前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。

　茨城と東北、北海道からの入荷が中心と
なる。茨城は梅雨に入ってから肥大が回復
したがやや細め傾向。青森は降雨が少ない
が生育は概ね良好でお盆明けに出荷が出揃
う模様。

レ
　
　
タ
　
　
ス

２２１
１８３
１２０
１４０
１９４

１６９  前年及び本年の

１８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は少なかった前年をやや上回り、価格
は下旬に高騰した前年をかなり下回る見込み。

　長野、群馬からの入荷がほとんどを占め
る。長野は作型の切り替わりで８月からは
順調出荷の見込み。群馬は梅雨明け後の高
温の影響で品質低下がみられ、お盆頃から
減少する見込み。

 前年及び本年の

２８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は少なかった前年をやや上回り、価格
は高騰した前年を大幅に下回る見込み。

２５８

　福島、岩手など東北産地からの入荷が中心と
なる。福島は雨除けハウスが成り疲れで出荷量
は減少傾向だが露地ものが本格出荷になってく
る。岩手、秋田は干ばつの影響で生育遅れがみ
られるが今後の天候次第。

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

２８５
２９６

ね
　
　
 
　
ぎ

き
　
ゅ

　
う
　
り

２５２
２３１
１７８
２６４
３９１

２０７
３２２

名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 １，２１０ 257 253 211 愛知 29%
２３年 １，２２６ 334 238 212 山梨 25%
２４年 １，１５１ 201 178 175 徳島 13%
２５年 ９９７ 230 165 221 茨城 13%
２６年 ８４０ 275 364 358

５ヵ年平均 １，０８５ 260 235 228

２７年見通し ８５０ 300 300 300

２２年 １，５８５ 290 322 466 岐阜 59%
２３年 １，６７７ 384 336 388 北海道 21%
２４年 １，７７３ 291 250 320 愛知 9%
２５年 １，８８１ 326 281 334 長野 5%
２６年 １，８３９ 262 262 363

５ヵ年平均 １，７５１ 310 289 371

２７年見通し １，８００ 300 280 320

２２年 ３５３ 559 535 719 北海道 77%
２３年 ３７０ 719 699 709 長野 9%
２４年 ４５１ 493 348 453 愛知 6%
２５年 ４５０ 523 517 628 岩手 3%
２６年 ４５７ 482 453 589

５ヵ年平均 ４１６ 548 502 611

２７年見通し ４５０ 550 550 550

な
　
　
　
　
す

２３５
２５８
１８２
２０２
３２９

２３７  前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知、山梨、徳島が中心。
　台風の影響が懸念される。
　また、作付面積も減少している。
　入荷量は前年並であり、価格はかなり下
回る見込み。

ト
　
　
マ
　
　
ト

３４４
３６４
２８７
３１３
２９９

３２０  前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は岐阜の高山地方、北海道が中心。
　安定的な作況が見込まれるため、順調で
ある。しかし、今後日照不足が続くと、小
玉傾向となることも予想される。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年並の見込み。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

６１３
７０５
４２８
５６２
５１１

５５６  前年及び本年の

５５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は北海道が中心。
　気温が低く、着花が少なめではあるが、
今後、気温が高くなれば回復する模様。
　入荷量は前年並であり、価格は前年をか
なり上回る見込み。

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

品
目
名

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場



※「なす」の数値には「べいなす」を含まない。

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 ５，４５１ 245 219 181 栃木 29%
２３年 ４，９７０ 357 202 249 群馬 28%
２４年 ５，５２２ 185 180 157 茨城 25%
２５年 ５，３０２ 223 141 246 埼玉 7%
２６年 ４，４７９ 218 326 340

５ヵ年平均 ５，１４５ 245 210 230

２７年見通し ４，７００ 250 270 290

２２年 ８，８３２ 287 306 410 青森 21%
２３年 ９，１４５ 402 293 390 福島 18%
２４年 １１，４１３ 232 222 274 北海道 18%
２５年 １０，２６６ 300 253 308 群馬 11%
２６年 ９，８３３ 239 233 320

５ヵ年平均 ９，８９８ 289 259 336

２７年見通し １０，０００ 300 310 290

２２年 １，０３８ 551 607 702 北海道 38%
２３年 １，０７４ 718 729 677 青森 13%
２４年 １，５１２ 441 351 465 岩手 13%
２５年 １，６４３ 544 540 590 茨城 12%
２６年 １，７０２ 509 524 619

５ヵ年平均 １，３９４ 541 534 600

２７年見通し １，７００ 550 570 560

な
　
　
　
　
す

２１９
２６５
１７３
２０３
２９２

２２７  前年及び本年の

２７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は少なかった前年をやや上回り、価格
は高騰した前年をかなり下回る見込み。

　栃木、群馬など関東産地からの入荷が中
心となる。栃木は生育は概ね良好だが一部
で虫害がみられる。群馬、茨城、埼玉は日
照不足の影響で一時果実肥大が遅れたが梅
雨明け後の気温上昇で生育回復を見込む。

ト
　
　
マ
　
　
ト

３３６
３５６
２４５
２８９
２６４

２９５  前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
上回る見込み。

　青森、福島、北海道、群馬からの入荷が
中心となる。青森、北海道、群馬の生育は
概ね良好で上旬にピークを迎える。福島は
日照不足から着色遅延がみられたが回復傾
向でＬ、Ｍサイズ中心になる模様。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量、価格ともに前年並の見込み。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

６２３
７０７
４２５
５６１
５５２

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

品
目
名

　茨城に加え北海道、青森、岩手からの入
荷が増えてくる。北海道は気温が上がらず
着色遅れ気味で下旬ころから増量の見込
み。茨城は抑制作型が上旬から出荷見込
み。

５６０

５６１

名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 ４９６ 346 315 339 岩手 41%
２３年 ５２５ 442 291 255 北海道 40%
２４年 ４７０ 304 266 219 青森 9%
２５年 ４４２ 441 292 319 長野 6%
２６年 ４２４ 270 292 409

５ヵ年平均 ４７１ 363 291 305

２７年見通し ４２０ 300 300 350

２２年 ２，４３１ 120 134 149 北海道 70%
２３年 １，８１４ 103 105 110 青森 24%
２４年 ２，０１９ 85 90 94 静岡 4%
２５年 １，９７４ 215 193 149 茨城 1%
２６年 ２，２９６ 140 131 132

５ヵ年平均 ２，１０７ 133 131 128

２７年見通し ２，１００ 200 170 150

２２年 ４，６３８ 102 95 90 兵庫 46%
２３年 ４，５１５ 79 73 73 北海道 46%
２４年 ３，４３０ 134 132 112 愛知 3%
２５年 ４，１７８ 103 107 100 中国 2%
２６年 ３，９８２ 129 137 121

５ヵ年平均 ４，１４９ 108 107 98

２７年見通し ４，０００ 140 130 0

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

３３４
２９１
２４５
３２３
３１５

３０１  前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は岩手、北海道、青森、長野が中
心。青森は盆過ぎから出てくる。
　気温が低いため生育の遅れが出ているた
め、北海道はＭサイズが中心となってい
る。
　入荷量、価格ともに前年並の見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１３６
１０７
８９

１７７
１３２

１２９  前年及び本年の

１７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は北海道が中心。他、青森、静岡が
続く。
　干ばつが続いており、生育が思わしくな
く、Ｍ、Ｌサイズが中心の小玉傾向であ
る。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

９５
７４

１２２
１０２
１２６

１０２  前年及び本年の

１３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は兵庫の淡路島、北海道が中心。北
海道は盆過ぎくらい出てくる。
　淡路島は少ないものの、北海道は順調
で、数も多くなる模様。
　入荷量は前年並であり、価格は前年をや
や上回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 ２，００９ 319 311 301 岩手 47%
２３年 ２，０９０ 354 218 176 茨城 21%
２４年 ２，１６７ 275 172 144 福島 13%
２５年 ２，０５２ 377 213 231 青森 12%
２６年 １，８４１ 282 290 384

５ヵ年平均 ２，０３２ 322 239 243

２７年見通し １，９００ 350 310 270

２２年 ５，６９４ 137 148 158 北海道 74%
２３年 ５，５６６ 93 105 119 茨城 8%
２４年 ５，５８９ 82 95 98 青森 7%
２５年 ５，５０７ 195 181 154 千葉 6%
２６年 ６，４１３ 131 130 130

５ヵ年平均 ５，７５４ 128 132 132

２７年見通し ６，４００ 140 130 120

２２年 ９，９２３ 114 113 105 北海道 42%
２３年 ９，７９２ 84 84 79 兵庫 28%
２４年 ８，４５０ 141 130 123 佐賀 14%
２５年 ９，７９７ 115 115 109 中国 9%
２６年 １０，１６２ 131 135 130

５ヵ年平均 ９，６２５ 116 115 109

２７年見通し ９，５００ 140 130 130

　北海道、兵庫、佐賀からの入荷が中心とな
る。北海道は播種が順調に進み生育は概ね良好
でお盆頃からの出荷を見込む。兵庫は前進出荷
で収穫が終了し前年を下回る出荷の見込み。佐
賀も収穫終了し小玉傾向。

　北海道を中心に茨城、青森、千葉からの
入荷となる。北海道は播種が順調に進み生
育は概ね良好で上旬から各産地出揃ってく
る。青森は作付面積減で生育は前進傾向。
茨城、千葉は出荷が早まる見込み。

　岩手、福島など東北産地と茨城からの入
荷が中心となる。主要産地の生育は干ばつ
の影響から回復傾向で概ね良好。福島はお
盆頃から出荷ピークを迎える。茨城は抑制
作型が７月中旬から出荷を開始した。

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

３１０
２４５
１８７
２６５
３１９

２６３  前年及び本年の

３１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をやや上回り、価格は高
かった前年をわずかに下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量、価格ともに前年並の見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１４９
１０７
９３

１７１
１３１

１３０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年並の見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

１１０
８２

１３０
１１２
１３２

１１３  前年及び本年の

１３３  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

１３０  入荷量・価格の動き

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市場



※「その他メロン」は「アールス」以外のメロンをいう。

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 １１，９０２ 340 358 343 フィリピン 20%
２３年 １１，９８９ 338 316 305 愛知 17%
２４年 １１，６０５ 357 328 341 長野 7%
２５年 １１，２３１ 369 331 353 山梨 7%
２６年 １０，２０８ 352 365 359

５ヵ年平均 １１，３８７ － － －

２７年見通し １０，０００ － － －

２２年 ３４１ - - - 愛知 50%
２３年 ３４０ - - - 静岡 31%
２４年 ２８６ - - - 青森 10%
２５年 ２７１ - - - 茨城 4%
２６年 ２４８ - - -

５ヵ年平均 ２９７ － － －

２７年見通し ２５０ 530 530 480

２２年 ２，５９４ 177 161 187 長野 36%
２３年 ２，６８８ 148 137 103 山形 35%
２４年 ２，７９０ 161 153 149 秋田 13%
２５年 ２，４６９ 165 185 201 青森 10%
２６年 ２，３５１ 145 141 111

５ヵ年平均 ２，５７８ 159 155 150

２７年見通し ２，３００ 140 140 140

 前年及び本年の

１４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は長野、山形が中心。７月はすいか
にとって良い天候となり、生育良好につ
き、大玉傾向。昨年は下級品が多かったた
め、引き合いが弱かったが、今年はある程
度回復する見込み。
　入荷量はわずかに下回り、価格は前年を
かなり上回る見込み。

す
　
　
い
　
　
か

１７４
１３０
１５１
１７１
１２６

１５１

 前年及び本年の

５１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知、静岡が中心。作付面積は減
少傾向にあるが、入荷量は昨年ほどに落ち
着く模様。しかし、日照不足のため、生育
は良くなく小玉傾向となる見込み。
　入荷量は前年並で、価格は前年をやや下
回る見込み。

ア
　
ー

　
ル
　
ス
　
メ
　
ロ
　
ン

５０３
５００
５１４
５０７
５３７

５１１

 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　国産は、愛知、長野、山梨が中心。りん
ご、なし、もも、いちじく等は前倒しの出
荷が想定される。天候が不安定で、様々な
品種で生育の影響が懸念される。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年をやや下回る見込み。

果
　
　
実
　
　
計

３４６
３２１
３４２
３５１
３６１

３４４

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 ４１，２０８ 322 355 354 山形 19%
２３年 ４４，２４６ 319 294 275 山梨 11%
２４年 ４１，３１７ 336 337 338 福島 10%
２５年 ４１，１８４ 354 328 330 フィリピン 6%
２６年 ４０，６２４ 334 365 348

５ヵ年平均 ４１，７１６ － － －
２７年見通

し
３９，６００ － － －

２２年 ７７５ 438 530 399 静岡 47%
２３年 ７０６ 531 464 415 茨城 28%
２４年 ６３３ 472 658 460 青森 18%
２５年 ６８２ 505 589 453 山形 6%
２６年 ６３２ 518 666 462

５ヵ年平均 ６８６ 492 577 436
２７年見通

し
６００ 540 700 490

２２年 １０，７０９ 169 175 211 山形 47%
２３年 １０，５８９ 140 143 117 長野 15%
２４年 １１，８３０ 157 147 158 秋田 12%
２５年 ９，２７０ 157 182 210 青森 8%
２６年 １１，１７１ 140 141 124

５ヵ年平均 １０，７１４ 152 157 162
２７年見通

し
１０，６００ 160 170 145

品
目
名

　　　　区
分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

果
　
　
実
　
　
計

３４２
２９８
３３７
３３９
３４８

３３２  前年及び本年の

３６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　桃、すもも、すいかなどに加えて日本な
し、ぶどうなど露地物の入荷が始まる。
桃、すももなどは生育前進により７月の入
荷量が多かったため、８月は品薄が懸念さ
れる。需要面では天候が悪かった前年より
引き合いは強い。
  入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
やや上回る見込み。

ア
　
ー
　
ル
　
ス
　
メ
　
ロ
　
ン

４５０
４８３
５０２
５０１
５４０

４９３  前年及び本年の

５７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡、茨城中心に入荷する。静岡は、８
月出荷分の作付面積減により前年比90％程
度の出荷となる見込み。茨城は、上旬に
ピークを迎え、２玉箱中心の出荷となる見
込み。ホテル、スイーツ需要が活発で引き
合い強い。
  入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をやや上回る見込み。

す
　
　
い
　
　
か

１７８
１３７
１５５
１７４
１３７

１５６  前年及び本年の

１６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　山形を中心に長野などから入荷する。山
形は天候もよく生育は前進傾向で上旬が
ピークとなる。長野は生育順調で高品質。
残暑が厳しいことが想定され、引き合いは
強い。
  全体の入荷量は前年をやや下回り、価格
は前年を大幅に上回る見込み。

名古屋市中央卸売市場東京都中央 卸売市場
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切　花　・　鉢　花　の　８　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　７月２７日現在）

２２年 ２，８２１ ６０
実 ２３年 ３，００３ ５１

２４年 ２，３７５ ６５
績 ２５年 ２，２８９ ５６

２年 ２，１６３ ６０

２，５３０ ５８

２，２００ ６０

概
　
要

２２年 ２，９８９ ４０
実 ２３年 ３，３０９ ３１

２４年 ２，６０２ ３５
績 ２５年 ２，６９６ ３１

２６年 ２，０８２ ３７

２，７３６ ３５

２，２００ ３５

概
　
要

２２年 １，２９４ ４３
実 ２３年 １，３７５ ４０

２４年 １，４１１ ３８
績 ２５年 １，１６７ ４６

２６年 １，１８５ ４８

１，２８６ ４３

１，２００ ４５

概
　
要

２２年 ６６ １１０
実 ２３年 ７３ １１５

２４年 １１８ ８５
績 ２５年 １０３ １２１

２６年 １０４ １３０

９３ １１１

１００ １２０

概
　
要

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

愛知、長野、岩手、奈良から入荷。春先からの天候不順により産地の出荷は前進、順調と
バラツキがある。盆商戦で前半は堅調な動きとなる。盆明けも多くないと思われるので、
大きな落ち込みもなく、落ち着いた動きとなろう。

２７年見通し

５ヶ年平均

５ヶ年平均

２７年見通し

長野、福島、北海道からの入荷。入荷は少ないが、盆までの販売は苦しい。月末には価格
は戻ってくる。気温が高く、品質には注意が必要。

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

長野を中心に北海道等から入荷。今年も昨年同様に長野の各産地が一番花の集中をずらす
作型を取っている。例年海の日付近がピークとなるが、曇天や台風等の影響もあり、だら
だらとした出荷が目立ち、相場も安定している。若干後ろにずれ、8月盆は安定供給、安
定単価で推移しそう。

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く

愛知、長野、三重から入荷。前進傾向にあったが、高温抑制が掛かり、大きな山なく推移
しそう。黄菊は生産減に加え、長野県で一部前進しているところもあり、盆時期にはあま
り多くない。

　　　　　区分
実績等

５ヶ年平均

２７年見通し

５ヶ年平均

２７年見通し

単位：千本、円／本



２２年 ５１４ １４９
実 ２３年 ５４６ １４９

２４年 ５４９ １３７
績 ２５年 ４３３ １５９

２年 ４０１ １６６

４８９ １５１

４５０ １５０

概
　
要

２２年 ４８９ ７７
実 ２３年 ４８４ ８３

２４年 ４６４ ８８
績 ２５年 ４８４ ８３

２６年 ４０２ １０８

４６５ ８７

４２０ ９０

概
　
要

２２年 ６８６ ５１
実 ２３年 ６９６ ５４

２４年 ７３６ ５０
績 ２５年 ６２３ ５４

２６年 ４２８ １０２

６３４ ５９

５００ ６０

概
　
要

２２年 ２，０３９ ６１
実 ２３年 ２，４４０ ５７

２４年 ２，２６５ ５７
績 ２５年 ２，０７３ ５５

２６年 １，９４９ ６１

２，１５３ ５８

１，９５０ ６０

概
　
要

福岡、長野、静岡からお盆商材の法月が入荷。天候次第では非常に引合いは強くなりそう
で、前半は、商材により差が大きな動きとなる。後半は盆商戦疲れで全般に低調ぎみと思
われる。、

品
目
　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２７年見通し

愛知、鹿児島、静岡、輸入等から入荷。気温が高いため、品質によって価格差が大きくな
るだろう。葬儀需要に若干の不安定な物があるため、微妙な市況展開となりそう。

ゆ
　
　
　
　
り

５ヶ年平均

２７年見通し

オリエンタルは新潟、岐阜、北海道から入荷。７月の出荷数量が少なく、８月前半の数量
は多そう。ＬＡは生育順調。新潟、埼玉から入荷し、盆後半から動きが良くなる。鉄砲は
やや遅れ気味も入荷は順調。愛媛、兵庫中心に入荷し、８月３日から動く。全体的にはユ
リ系の販売は苦しいと思われる。

２７年見通し

青森、長野、愛知、岐阜、和歌山からの入荷。夜冷、ミスト等の効果も表れる。お盆明け
からは三重産も株休めが明け、出荷が再開する。

５ヶ年平均

２７年見通し

枝
　
　
も
　
　
の

５ヶ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

ば
　
　
　
　
ら

単位：千本、円／本



　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　7月26日現在）

２２年 １１，４１８ １，３３１

実 ２３年 １７，４２５ ９０８

２４年 １４，９８７ ９１３

績 ２５年 １４，４９３ ９８９

２６年 １３，８３６ ９４３

１４，４３２ ９９９

１３，０００ ９３０

概
　
要

２２年 ８，４５６ ３４５

実 ２３年 ７，６６５ ３５３

２４年 ９，３６２ ３１７

績 ２５年 ７，７４６ ３３４

２６年 ７，６１６ ３４２

８，１６９ ３３７

７，５００ ３５０

概
　
要

２２年 ４，５７５ １２４

実 ２３年 ４，８３１ １１７

２４年 ５，８８３ １４５

績 ２５年 ６，１５６ １００

２６年 ４，４３０ １０９

５，１７５ １１９

４，０００ １１０

概
　
要

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は昨年より減少か。全国的に生産量が減少している影響により５号以下の規格は
引き合いが強くなるだろう。良品確保の為にも早めの注文をお願いしたい。
　昨年８月の主要県の入荷実績(金額ベース）は、１位埼玉県（８７．３％）、２位愛知県
（１２．７％）となっている。

５ヶ年平均

２７年見通し

バ

ラ

及

び

ミ

ニ

バ

ラ

　入荷量は昨年より減少か。温度が高くなり、花の色、形もなかなか良い状態で出荷する
ことが難しくなる。店頭では見栄えも落ち、取引、販売も苦戦が予想される。
少しでも花色を増やし、販売促進に役立てていただきたい。
　昨年８月の主要県の入荷実績(金額ベース）は、１位愛媛県（５３．４％）、２位岐阜県
（３７．８％）、３位愛知県（８．８％）となっている。

シ
　
ャ

　
コ
　
バ
　
サ
　
ボ
　
テ
　
ン

品
目

ア
　
ン
　
ス
　
リ
　
ウ
　
ム

　入荷量は全体的に昨年より減少の見込み。
お中元需要も終わり、大きいサイズ（尺～８寸、７寸）は単価が厳しくなる予想。
　昨年８月の主要県の入荷実績(金額ベース）は、１位愛知県（９９．０％）、２位岐阜県
（０．２％）、３位静岡県（０．２％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

２７年見通し

５ヶ年平均

２７年見通し

単位：鉢、円／鉢



２２年 ３，６０７ ８４２

実 ２３年 ３，４００ ８００

２４年 ３，２６３ ８１３

績 ２５年 ３，０００ ８００

２６年 ２，８３３ ７８１

３，２２１ ８０９

２，７００ ７９０

概
　
要

２２年 ７，１５６ ２６８

実 ２３年 ７，０８１ ２３５

２４年 １０，８８５ １８５

績 ２５年 ８，７９６ ２０１

２６年 ８，０６６ １８４

８，３９７ ２１１

８，１００ １９０

概
　
要

２２年 １９，０１９ ６５０

実 ２３年 ２４，６４９ ６０３

２４年 ２４，６６０ ６７５

績 ２５年 ２０，５３１ ７２５

２６年 １５，５９９ ９１５

２０，８９２ ６９９

１５，５００ ８５０

概
　
要

２７年見通し

　入荷量は減少か。昨年より作付けが減った為に数量的には減少の見込み。８月下旬頃より出荷が
多くなると思うので早めの出荷をお願いしたい。また開花も早い時期なのでツボミ多目での出荷を
強く希望する。
　昨年８月の主要県の入荷実績(金額ベース）は、１位愛知県（４８．０％）、２位長崎県（２
０．１％）、３位広島県（１１．８％）となっている。

卸売価格

２７年見通し

　入荷量は昨年並みか。定番のマッサン、ユッカ、ジェレ、パキラ、コンシが入荷のメインで７号
～８号が中心となる。
　昨年８月の主要県の入荷実績(金額ベース）は、１位愛知県（７４．３％）、２位鹿児島県
（８．９％）、３位静岡県（６．１％）となっている。

ド
　
ラ
　
セ
　
ナ
　
類

５ヶ年平均

ス
 
パ
 
テ
 
ィ

 
フ
 
ィ

 
ラ
 
ム

前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２７年見通し

　入荷量は昨年並みか。５号～６号は堅調に動いている。逆に３号～４号の動きは鈍い。
清涼感のある花なので７月～８月の動きに期待していきたい。
　昨年８月の主要県の入荷実績(金額ベース）は、１位三重県（６８．８％）、２位愛知県
（１８．６％）、３位岐阜県（８．４％）となっている。

オ
　
ン
　
シ
　
ジ
　
ュ

　
ウ
　
ム

５ヶ年平均

品
目
　　　　区分
実績等

入荷量

単位：鉢、円／鉢



１　輸入実績

数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比 数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比

　 トン ％ 千円 ％ 円／kg ％ トン ％ 千円 ％ 円／kg ％

野菜（生鮮・冷蔵） 71,359 105.1 7,683,860 105.2 108 100.1 360,352 110 41,225,701 94 114 86

トマト 496 84.8 190,104 80.6 383 95.0 2,577 99 978,212 94 380 95

たまねぎ 27,825 101.5 1,415,372 119.2 51 117.4 129,224 81 6,663,093 78 52 96

にんにく 1,679 99.8 364,759 132.1 217 132.4 8,313 111 1,746,104 143 210 129

ねぎ 4,472 104.6 467,966 114.3 105 109.3 22,515 96 2,475,381 95 110 99

ブロッコリー 2,294 58.9 588,081 74.0 256 125.6 8,421 56 2,167,552 74 257 132

結球キャベツ 3,626 148.5 165,545 183.3 46 123.4 13,451 55 597,406 58 44 106

にんじん・かぶ 6,520 120.1 267,862 93.9 41 78.2 27,129 83 1,313,655 70 48 84

ごぼう 2,733 78.5 165,027 61.4 60 78.2 15,153 80 892,130 52 59 64

えんどう 106 83.5 42,285 111.5 399 133.5 477 119 195,488 143 410 120

アスパラガス 267 46.5 255,236 62.1 956 133.5 4,603 64 3,570,323 89 776 140

まつたけ - - - - - - 0.1 - 463 - 3,215 -

しいたけ 76 87.4 35,865 97.7 472 111.9 1,111 83 419,053 83 377 99

かぼちゃ 13,172 121.9 1,430,706 132.0 109 108.3 78,688 103 7,005,882 116 89 113

果実（生鮮・乾燥） 156,157 93.9 35,937,100 119.2 230 126.8 691,082 99 133,579,466 116 193 117

バナナ 89,262 91.4 9,771,546 106.9 109 116.9 391,566 99 38,662,453 113 99 114

パイナップル 11,183 70.7 954,083 83.1 85 117.5 61,319 94 5,036,300 108 82 115

レモン 3,008 69.8 770,993 84.6 256 121.3 18,768 104 4,880,957 133 260 128

オレンジ 5,022 93.4 814,176 104.8 162 112.1 33,468 100 5,537,173 105 165 106

グレープフルーツ 2,841 68.2 434,839 93.5 153 137.0 42,167 91 6,316,712 107 150 117

メロン 3,177 64.5 346,616 66.7 109 103.4 12,810 76 1,449,857 81 113 106

ぶどう 6,370 217.7 1,944,016 318.6 305 146.4 27,544 250 8,473,753 338 308 135

キウイ 16,355 142.9 5,784,310 132.6 354 92.8 28,130 117 9,886,752 111 351 95

いちご 56 215.4 59,312 228.2 1,059 106.0 70 188 75,784 192 1,079 102

切花（生鮮・乾燥） 2,404 91.5 2,433,825 89.9 1,012 98.2 16,074 95 15,334,481 103 954 108

鳥獣肉類 158,288 96.5 84,831,962 101.5 536 105.2 768,971 102 423,668,377 114 551 112

牛肉（くず肉含む） 42,339 103.2 28,625,799 125.7 676 121.8 204,084 107 146,171,128 142 716 133

豚肉（くず肉含む） 69,055 95.3 36,678,862 89.6 531 94.1 315,613 93 172,201,829 94 546 101

鶏肉 36,916 93.1 10,879,793 96.7 295 103.8 201,918 113 62,629,206 126 310 111

水産物（生鮮・冷蔵・冷凍） 139,564 91.5 90,068,301 95.6 645 104.5 680,793 101 458,014,872 103 673 102

まぐろ類 12,924 76.6 14,554,712 109.0 1,126 142.3 84,404 98 90,352,098 113 1,070 115

さば・さんま・あじ・いわし 4,118 138.2 894,052 113.8 217 82.3 40,998 118 9,065,976 115 221 97

２　輸出実績

果実（生鮮・乾燥） 523 170.9 309,343 168.7 591 98.7 14,434 170 6,282,333 174 435 103

うんしゅうみかん 8 73.7 9,036 61.3 1,114 83.1 266 102 144,982 93 545 91

りんご 462 209.0 197,437 229.6 427 109.8 13,520 172 5,138,400 174 380 101

なし - - - - - - 60 728 30,966 709 516 98

野菜（生鮮・冷蔵・乾燥） - - 301,474 108.5 - - - - 1,584,061 128 - -

緑茶 319 101.9 824,366 113.2 2,584 111.1 1,512 112 3,658,310 118 2,420 106

資料　農林水産省大臣官房統計部「農林水産物輸出入情報」 ※速報値によるデータのため、累計値に誤差がある場合があります。

５ 月 ま で の 累 計

（２０１５年）

品 名
５ 月

主要農林水産物の輸出入実績



関 連 指 数 
 

 

 
項 目 

 

年 月 

全  国 平成22年＝100
消費者物価指数 

愛知県 平成22年＝100 
 
 

 

 

 

項 目
 

年 月 

農業物価指数 （平成22年＝100） 

総 

合 

生鮮

野菜

生鮮

果物

肉 

類 

魚介

類 

農産物

総 合

米 

 

野 菜

 

果 実

 

畜産物

 

全

 

国

 

24年平均 99.7 96.1 103.3 99.0 101.4 24年平均 101.8 111.1 99.0 102.8 100.9

25年平均 100.0 96.4 101.6 99.3 102.4 25年平均 102.8 112.8 98.7 94.7 107.7

27年 2月 102.9 102.3 121.2 110.8 116.4 27年 2月 109.3 83.5 118.0 121.1 122.7

 3月 103.3 102.3 121.4 111.2 115.4  3月 110.6 83.5 120.4 114.5 124.4

 4月 103.7 112.3 118.9 111.8 115.5  4月 112.7 83.0 121.6 124.9 124.1

 5月 104.0 114.8 127.6 111.8 114.9  5月 111.6 83.1 118.9 128.1 124.2

愛

知

県

 

24年平均 99.5 95.9 102.9 98.6 101.4   

25年平均 100.3 100.3 105.6 99.9 105.6 資料 農林水産省大臣官房統計部「農業物価指数」 

27年 2月 102.7 104.6 128.0 113.1 116.0  

 3月 103.3 105.4 123.5 112.6 115.4

 4月 103.9 116.3 123.4 113.4 115.1

 5月 104.1 117.9 134.8 113.4 113.7

 

資料 全 国･･総務省統計局「消費者物価指数月報」 

愛知県･･愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」 

 

 

※豚肉は 26年 12 月までロースの価格を示す。 

資料 総務省統計局「小売物価統計調査報告」 

名  古  屋  市  小  売  価  格 （円） 

 

品目 

単位 

 

年 月 

 

うるち 

米 

(単一品種､ 

｢ｺｼﾋｶﾘ｣

以外) 

キ

ャ

ベ

ツ 

は

く

さ

い 
ね 

ぎ 

レ

タ

ス 

ば

れ

い

し

ょ 

だ

い

こ

ん 

に

ん

じ

ん 

た

ま

ね

ぎ 

き

ゅ

う

り 
 

ト

マ

ト 

生

し

い

た

け 

り
ん
ご
（
ふ
じ
） 

５kg １kg 100g 1kg 

24年平均 2,112 147 178 629 457 297 160 350 229 558 665 165 564 

25年平均 2,084 149 182 649 442 299 163 388 231 569 695 162 567 

27年 2月 1,836 172 141 582 531 333 150 296 245 666 671 194 488 

 3月 1,847 156 188 588 547 334 155 317 253 614 741 184 482 

 4月 1,847 206 273 639 628 398 205 364 250 754 700 162 528 

 5月 1,818 353 368 722 461 442 197 363 254 510 697 163 630 

 

品目 

単位 

 

年 月 

み

か

ん 

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ

オ
レ
ン
ジ 

い

ち

ご 

バ

ナ

ナ 

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ 

緑 

茶
（
せ
ん
茶
）

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン 

き 

く 

バ 

ラ 

豚 

肉
（
バ
ラ
※
）

牛 

肉
（
ロ
ー
ス
）

ま

ぐ

ろ 

１kg 100g １kg 100g １本 100g 

24年平均   582 283 352 177 211 805 534 153 168 306 225 797 398 

25年平均 581 285 355 179 214 792 530 159 171 310 231 794 390 

27年 2月 691 479 497 191 253 881 535 170 177 360 226 925 495 

 3月 682 391 497 174 256 886 537 185 183 358 215 916 449 

 4月 - 398 464 165 261 930 516 174 177 359 219 912 447 

 5月 - 428 473 178 261 898 526 196 180 350 216 882 423 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいち農産物生産流通レポート №506

平成２７年８月発行 

農林水産部食育推進課 

〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４２１   

 

 

いいともあいち運動って知ってる？？ 
 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

 

 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


